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アウトライン
• 日本の経済発展と綿紡績業

• 産業発展のメカニズム I : 企業の合併・買収
• 綿紡績業における企業ダイナミクス
• 企業の合併・買収
• 主要史料とデータ
• 合併・買収と物的生産性、収益性、製品価格
• 合併・買収とマネジメントの効率性

• 産業発展のメカニズム II：プロダクト・イノベーションと「試行」
• 綿紡績業における製品多角化
• 主要史料とデータ
• 製品多角化における「試行」
• 「垂直的試行」の決定要因
• 「垂直的試行」と企業成長
• 「垂直的試行」が企業成長をもたらすメカニズム

• まとめ
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日本の経済発展と綿紡績業
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日本経済の欧米へのキャッチアップ
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成長の原動力としての工業化
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工業化における繊維工業の役割
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綿紡績業の発展
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産業発展のメカニズム I：企業の合併・買収
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背景にある論文
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動機と問題
• 産業の発展過程における企業合併・買収の役割

• 合併・買収効果の分解
• 物的生産性
• マネジメントの効率性
• 製品価格
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綿紡績業における企業ダイナミクス
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主要史料とデータ (1)
• 『農商務統計表』、『府県統計書』、『大日本紡績連合会月
報』
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主要史料とデータ (2)
• 工場別パネルデータ

• 鐘淵紡績本社工場、兵庫工場、三池工場etc．
• 合併・買収に関する記述情報と統合することによって、個々の工場の
所属企業の時間的変化を追跡可能

• 同一基準の多年にわたるデータ
• 運転錘数、運転日・運転時間、男女別職工数、男女別平均賃金、綿糸
生産量、平均番手（太さ）、平均価格、原棉使用量等

• 1896-1920年
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合併・買収と物的生産性、収益性、製品価格

• 推定する式
• 合併・買収を経験した工場について
• Yit(生産性、収益性、価格）

=α+β1合併・買収直前の2年+β2合併直後の3年
+β3合併後4年以降+合併・買収固定効果＋年固定効果＋eit
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合併・買収と物的生産性、収益性、製品価格(2)
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合併・買収と物的生産性、収益性、製品価格 (3)
• 物的生産性（全要素生産性）は合併・買収後4年目以降に上昇

• 収益性は合併・買収直後から上昇し、時間とともに上昇幅が拡
大

• 合併・買収前には有意な差が認められない

• これらの効果は多数の合併・買収を行った企業による合併・買
収の場合の方がより大きい

• 価格には合併・買収は有意な変化をもたらさない
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合併・買収とマネジメントの効率性 (1)
• 2つの生産性指標

• (a) 投入を設備・労働のストック×稼働時間で測る場合（先の推定）
• (b) 投入を設備・労働のストックで測る場合

• (b)の工場間の差には設備・労働力の稼働率の差が含まれる
• マネジメントの巧拙の差
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合併・買収とマネジメントの効率性 (2)
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合併・買収とマネジメントの効率性 (3)
• 合併・買収による生産性上昇においてマネジメントの改善の役
割は大きい

• 特に短期的には物的生産性上昇以上の貢献
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合併・買収に関するまとめ
• 綿紡績業の発展過程で初期の参入の波の後、多数の合併・買収

• 合併・買収によって所有主体（企業）が変わることの意味
• 生産性・収益性の上昇

• 物的生産性
• マネジメントの効率性

• 価格上昇は有意には認められない
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産業発展のメカニズム II：
プロダクト・イノベーション
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背景にある論文
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論文の動機と主要な論点 (1)
• 動機：製品の多角化と企業成長の関係を理解する

• 多くの場合、企業は製品の種類を増やしながら成長
• 他業種への多角化
• 同一業種内での多角化

• 同一業種内での多角化の2つのタイプ
• 垂直的多角化（製品の高度化）

• それまでの各企業の技術では生産不可能な製品への進出
• 自社の技術フロンティアを外側への拡張

• 水平的多角化
• 既存の技術フロンティアの内側にある他製品の追加
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論文の動機と主要な論点 (2)
• 2つのタイプの多角化と企業成長の間の時間的関係

• 垂直的多角化→水平的多角化→企業成長

• 垂直的多角化のプロセス
• 生産の試行の繰り返し

• 垂直的多角化の意味
• 新しい技術的知識の獲得

• 水平的多角化の意味
• 垂直的多角化を通じて得られた技術的知識の技術フロンティア内にある製品
への展開

• 企業成長
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主要史料とデータ (1)
• 対象

• 19世紀末～20世紀初めの日本の綿紡績業

• 対象選択の理由
• 日本の初期工業化のリーディング産業
• 垂直的・水平的多角化を通じた企業成長
• 垂直的・水平的を明確に区別可能

• 製品「番手」の区別
• データの利用可能性

• 企業別・製品別の生産データ
• 企業別の投入データ
• 人的資本（技術者、商社関係者等）と機械に関するデータ

25



主要史料とデータ (2)
• 企業別・製品種類（番手）別・月別資料

• 大日本紡績連合会『大紡績連合会月報』各月（1893年～1914年）
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主要史料とデータ (3)
• 「番手」

• 1ポンドの原料綿花に対応する綿糸の長さ
• 番手数が大きいほど細い

• 高番手糸（細糸）の生産
• そのために設計された特別の紡績機械が必要
• 操業の難しさ

• “High-end”（高級品）と”low-end”の区分
• 1893-1914年の「月報」には100以上の番手が記載
• ここでは、連続的データを得るために35種類の番手に縮約
• 20番手超の製品を”high-end”、20番手以下の製品を“low-end”と定義
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主要史料とデータ (4)
• 英国Platt社の機械注文帳簿

• 注文者
• 注文日・出荷日
• 生産可能な番手の範囲

28



主要史料とデータ (5)
• 技術者の企業別分布

• 『学士会会員氏名録』
• 各高等工業学校『学校一覧』
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綿紡績業における製品多角化(1)
• 企業成長と製品多角化：1社当たり製品種類数
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綿紡績業における製品多角化(2)
• 企業成長と製品多角化：High-end製品、low-end製品別
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製品多角化における「試行」(1)
• 新製品生産の「試行」（trial）

• ある企業が、同社の全生産量の3％未満の数量で、ある製品を生産し、
また同社がその製品を過去に全生産量の3％以上生産したことがない場
合、その製品の生産を「試行」と呼ぶ

• 685の新製品導入のケースのうち、439は「試行」から開始
• 他は導入当初から3％以上の量産

• うち量産に達しなかったのは271
• 685のうち、より高度な新製品の導入のケースは76
• うち量産に達しなかったのは33
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製品多角化における「試行」(2)
• より高度な新製品の試行（垂直的試行）の累積数と水平的・垂
直的製品多角化の程度の関係

• 垂直的試行の累積数が多い企業ほどhigh-end製品数だけでなく、
low-end製品数も多い

33



製品多角化における「試行」(3)
• 垂直的試行と水平的多角化のタイミング
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製品多角化における「試行」(4)
• まとめ

• 新しい製品への進出にあたっては多くの場合（439/685）「試行」か
ら開始

• 試行の多く（271/439）は量産に至らなかった
• 新製品進出の難しさ

• 垂直的試行の累積はhigh-end製品数だけでなくlow-end製品数とも正
に相関

• 垂直的試行は、水平的多角化を導く傾向
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「垂直的試行」の決定要因 (1)
• 回帰分析の結果
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「垂直的試行」の決定要因 (2)
• High-end 機械の保有、増加は垂直的試行の回数に有意にプラ
スの影響

• 上のプラスの影響は、紡績連合会の指示による操業短縮（減
産）時により大きくなる

• 商業関係者が役員として参加していることは、垂直的試行の回
数に有意にプラスの影響
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「垂直的試行」の決定要因 (3)
• 紡績連合会による操業短縮

• 綿糸生産過剰による価格低下が生じた場合、紡績連合会（カルテル）
が加盟企業に操業短縮を指示

• 1890年～1930年に11回実施

• 操業短縮は企業にとって試行のコストを低下させる意味
• 余剰人員の発生
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「垂直的試行」の決定要因 (4)
• 垂直的試行と紡績連合会による操業短縮の関係
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「垂直的試行」の決定要因 (5)
• 紡績連合会の指示による操業短縮が、試行のための費用を低下
させる

• 鐘淵紡績「支配人回章」（1908.4.10）
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「垂直的試行」の決定要因 (6)
• 鐘淵紡績「支配人回章」（1908.4.10）

• すでに新聞紙上で報じられているように、来る5/1の連合会委員会で10月末までの
6ヶ月の間に3ヶ月間夜業を休止するかまたは6ヶ月間を通じて27.5％の休台するか
いずれかの方法で20手以下の太糸を紡出する各社の生産減少のことを内定し、来る
18日に協議会を開催することになった。たぶん議論がまとまるであろう。自分の考
えでは7-9付きの猛暑の3ヶ月は夜業を休止して職工を休養させることになりそうだ
が、あるいは休台という方法を採用するかもしれない。どちらにするかは追って決
定することとして、以下のことを諸氏に通告する。

• そのいずれの方法をとっても、職工は解雇せず、働かない日も働いた日に近い賃金
を与え、臨時休業のために職工に苦痛を与えない決心である。とはいえ、このよう
な場合なので諸氏には新入工女の募集を手控えて欲しい。特に東京第三工場に臨時
派遣するため各店で養っている女工は各店の常備軍として計算して差し支えないと
考えて欲しい。なぜなら東京本店第三工場の運転開始はほぼ6月中旬と決まったの
で7-9月の3ヶ月に夜業を休止するにしても、あるいは5/1-10/31に休台するにして
も、東京本店への工女派遣はちょうど労働者が不要になる時なので、東京本店第三
工場に必要な工女は10月までは各店から予定以上の数でも容易に融通できるためで
ある。工女募集に緩急をつけて欲しい。いずれ18日に決定のうえ、詳細に回章する。
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「垂直的試行」と企業成長 (1)
• 垂直的試行の決定要因として、紡績連合会の指示による操業短縮がこの論
文の文脈で重要である理由

• 連合会による操業短縮は各企業にとっては裁量の余地がない
→「操業短縮×high-end機械の増加」という変数は「外生変

数」
→企業成長を説明する式の中で右辺の垂直的試行という変数は「内生
変数」と考えられるが、「操業短縮×high-end機械の増
加」という「操作変数」にいったん回帰して、その結果を用いて計算
された
垂直的試行の推定値は「外生変数」として取り扱うことができる

→垂直的試行と企業成長の間の因果関係の識別（操作変数法）
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「垂直的試行」と企業成長 (2)
• 操業短縮×high-end機械の増加を操作変数とした2段階推定
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「垂直的試行」と企業成長 (3)
• まとめ

• 操業短縮×high-end機械の増加を操作変数として用いた2段階推定
• 第1段階

• 操業短縮×high-end機械の増加は有意に垂直的試行を増加させる
• 操業短縮×low-end機械の増加は垂直的試行を有意に増加させない

• 第2段階
• 垂直的試行の累積数は企業成長を有意に高くする
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「垂直的試行」が企業成長をもたらすメカニズム (1)
• 生産のフレクシビリティー

• 生産のフレクシビリティーの指標
• 綿糸の主要な仕上げ方法（左撚り、右撚り、撚糸、瓦斯糸のうち最大のシェア
を持つ方法）を半年の間に変更した回数

• 綿糸の主要な番手を半年間の間に変更した回数
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「垂直的試行」が企業成長をもたらすメカニズム (2)
• 「垂直的試行」、「水平的試行」と生産のフレクシビリティー
の関係
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「垂直的試行」が企業成長をもたらすメカニズム (3)
• 生産のフレクシビリティーと企業成長の関係
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「垂直的試行」が企業成長をもたらすメカニズム (4)
• 生産のフレクシビリティーと企業成長

• いずれの指標で測った場合も、生産のフレクシビリティーは企業の成
長率を高める傾向

• 垂直的／水平的試行と生産のフレクシビリティー
• いずれの指標で測った場合も、「垂直的試行」は生産のフレクシビリ
ティーを有意に高める傾向

• いずれの指標で測った場合も、「水平的試行」は生産のフレクシビリ
ティーを有意に高めない
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プロダクトイノベーションに関するまとめ
• 技術的に難しい製品の開発・導入は企業成長を促進する
• しかし、企業成長に直接的に寄与するのは、技術的に難しい製
品自体ではなく、比較的容易なlow-endの製品の増産

• 「垂直的試行」と企業成長をつなぐメカニズム
• 「垂直的試行」

→Low-end製品における製品間シフトのフレクシビリティー、品質
に対する市場の評価

• 戦後日本の自動車産業に関するアネクドート
• 本田宗一郎のインタビュー

• F1で学んだことがホンダの自動車生産に活かされていること
• 「まず高回転エンジンの耐久性、それにこんど採用した常時噛合わせの変速機、それ
にステアリングもそうだ」

• F1に参加する理由
• 「あれは走る実験室です」
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全体のまとめ：産業発展のメカニズム
• 19世紀末～20世紀初めの日本の綿紡績業が提供する詳細かつ豊
富なデータと記述的情報

• 数量データと記述的情報の間の補完性

• 一般性のある産業発展メカニズムの特定とその量的インパクト
の測定

• 工場所有主体の変化
• 物的生産性上昇とマネジメントの効率化

• プロダクトイノベーションにおける「試行」
• 「垂直的試行」→「垂直的多角化」

「水平的多角化」→企業成長
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